
　市の「スマート農業推進事業補助
金」を活用して養牛カメラを設置し、
通信環境を整備することで「牛舎管
理システム」を構築しました。
　牛舎の状況や牛の様子が、自宅な
ど離れた場所でもスマートフォンで
確認できるので、以前より安心して
出かけることができるようになりま
した。特に牛の分娩の様子は気にな
りますからね。

「牛舎管理システム」を構築

農業の未来をつくる
スマート農業推進事業補助金

令和２年度 主な市単独事業予算

人・農地相談センター

　同センターでは、専門
相談員が新規就農や農業
経営に関する相談を受け
付けています。お気軽に
ご相談ください。
問人・農地相談センター
（表郷庁舎内）内2299

農林業
センサス

農業
経営体数

農業就業人口
15～19
歳

20～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

80歳
以上 計

2010年 2,380 13 48 43 120 466 849 1,094 388 3,021

2015年 2,051 52 74 97 98 313 998 912 494 3,038

増減 ▲329
39 26 54 ▲22 ▲153 149 ▲182 106

17
119 ▲175 ▲33 106

【表①】2010・2015年農林業センサスによる農業経営体数および農業就業人口比較

◦水田経営安定助成事業
8,157
千円奨励作物および加工用米の作付けに対して

助成

◦しらかわ型農地利用集積推進事業
4,048
千円農地中間管理機構を通して、農地集積を行っ

た農業者に対して協力金を支給

◦白河産米食味分析事業 609
千円米の食味向上に取り組む生産者を支援

◦水稲直播栽培助成事業 4,434
千円水稲直播栽培を推進する農業者に助成

◦農畜産物６次化・ブランド化推進事業 7,832
千円６次化商品の開発・販路開拓などを支援

◦がんばる新規就農者支援事業
7,500
千円経営が不安定な就農初期農業者の機械購入、

施設整備を支援

◦農業の未来をつくるスマート農業推進事業 13,500
千円スマート農業機械購入費用に補助金を支給

◦おうちごはん応援事業
4,186
千円コロナ禍により経済的な影響を受けやすい

子育て世帯に対して食料品を支援

◦畜産農家経営継続支援事業
5,100
千円新型コロナウイルス感染症の影響により販

売収益が減少した畜産農家を支援

吉
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
２
０
１
５
年
）
に
よ
る
と
、
本
市
の
農
業
経
営
体
数
は
２
０
５
１
と
、
２
０
１
０
年

か
ら
３
２
９
の
経
営
体
が
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
業
就
業
人
口
を
比
較
す
る
と
、
17
人
増
加
し
て
お

り
、
さ
ら
に
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年
層
の
就
業
人
口
は
１
１
９
人
増
え
、
２
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

【
表
①
】

　
今
月
は
、
若
い
世
代
の
農
業
従
事
者
が
増
え
て
い
る
本
市
の
就
農
支
援
や
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
県
外
か
ら
の
新
規
就

農
者
獲
得
の
た
め
、
毎
年
都
内
で

　
㈱
吉
野
家
フ
ァ
ー
ム
福
島
・
ヤ

ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
・
福

島
県
農
業
短
期
大
学
校
・
修
明
高

開
催
さ
れ
る
「
就
農
フ
ェ
ア
」
に

出
展
し
、
市
へ
の
就
農
移
住
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
36
件

の
相
談
が
あ
り
、
７
人
が
「
就
農

体
験
」
に
参
加
、
う
ち
２
人
が
本

市
に
移
住
さ
れ
就
農
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
就
農
初
期
の
資

金
不
足
解
消
を
目
的

に
「
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
（
経
営

開
始
型
）」
と
い
う

制
度
が
あ
り
、
年
間

で
最
大
１
５
０
万
円

（
夫
婦
２
２
５
万
円
）

最
長
５
年
の
交
付
が

あ
り
ま
す
。
市
内
で

は
現
在
、
17
人
が
交

付
を
受
け
て
い
ま
す
。

校
・
県
南
農
林
事
務
所
・
本
市
で

構
成
さ
れ
た
共
同
事
業
体
「
白
河

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
は
、
労
働
力
不
足
の
解
消

に
向
け
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
化

　
市
の
単
独
事
業
と
し
て
「
が
ん

ば
る
新
規
就
農
者
支
援
事
業
」
と

い
う
制
度
を
設
け
、
新
規
就
農
者

を
対
象
に
、
必
要
な
施
設
整
備
や

機
械
導
入
の
た
め
の
費
用
と
し
て

上
限
１
５
０
万
円
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
内
に
は
、
青
年
就
農
者

を
確
保
し
、
育
成
す
る
た
め
、
会

員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

集
落
営
農
の
先
進
地
視
察
な
ど
を

行
っ
て
い
る
「
し
ら
か
わ
農
業
未

来
塾
」（
会
員
数
36
人
）
と
い
う
団

体
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
同
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
、
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

体
系
に
よ
る
大
規
模
露
地
野
菜
の

労
働
力
削
減
」
の
実
証
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
年
度
「
農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
」
か

ら
実
証
委
託
先
と
し
て
選
定
さ
れ

た
も
の
で
、
６
月
に
は
「
情
報
通

信
対
応
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
を
導

入
し
た
収
穫
作
業
時
間
の
削
減
」、

８
月
に
は
「
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ

ー
に
よ
る
マ
ル
チ
張
り
」、
９
月

に
は
「
乗
用
野
菜
定
植
機
に
よ
る

白
菜
の
定
植
作
業
」
の
実
証
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
に
は
、
未
来
の
担
い

手
と
し
て
、
農
業
短
期
大
学
校
や

修
明
高
校
の
生
徒
も
参
加
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
必
要
性
、
効
果
を

実
践
で
学
び
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
農
作
業
に

お
け
る
省
力
・
軽
労
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
栽
培
技
術
を

集
積
す
る
こ
と
で
、
継
承
な
ど
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
農
業
従
事
者
の
労
働
環
境

の
改
善
や
、
新
規
で
も
就
農
し
や

す
い
環
境
整
備
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
市
で
は
「
農
業
の
未
来

を
つ
く
る
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事

業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
上
限

１
０
０
万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
）

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
ト
ラ
ク
タ

ー
」
や
、
水
田
作
業
時
な
ど
離
れ

た
場
所
か
ら
牛
の
分
娩
状
況
が
容

易
に
把
握
で
き
る
「
牛
舎
管
理
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
な
ど
、
５
件
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
整
備
を
支
援

し
ま
し
た
。

　

本
市
の
認
定
農
業
者
数
は
、

３
１
１
人
（
令
和
２
年
３
月
末
現

在
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

２
２
６
人
（
72
％
）
が
加
入
し
て

い
る
「
白
河
市
認
定
農
業
者
協
議

会
」
は
、
農
業
経
営
改
善
計
画
で

　
市
で
は
「
担
い
手
の
不
足
や
高

齢
化
」「
耕
作
放
棄
地
の
増
加
」
な

ど
、
農
業
が
抱
え
る
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
各
地
域
ご
と
に
将
来

の
農
地
利
用
の
意
向
や
担
い
手
に

つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
話
し
合
い
で
決
定
す
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
（
未
来
の
設
計
図
）」

の
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た

地
域
お
よ
び
担
い
手
に
は
、
各
種

補
助
、
貸
付
の
金
利
負
担
軽
減
措

置
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
旗
宿
・
泉
田
・
入

方
・
深
渡
戸
・
上
新
城
・
湯
沢
・

定
め
た
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
生

産
方
式
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

会
員
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
深
め

る
な
ど
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
、

本
市
も
同
協
議
会
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
↖

坂
本
の
７
地
域
で
人
・
農
地
プ
ラ

ン
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和

２
年
９
月
末
時
点
）。

　
同
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年
８

月
27
日
、
市
立
図
書
館
を
会
場
に

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
で
も
あ
る
ド

ロ
ー
ン
研
修
会
を
開
催
し
、
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
を
受
け

た
会
員
か
ら
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
を
導
入
し
、
作
業
時
間
や
労

働
力
が
軽
減
で
き
れ
ば
、
休
憩
時

間
や
週
休
日
の
設
定
に
つ
な
が
る
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

問農政課（表郷庁舎内）内2224

◀
市
認
定
農
業
者
協
議
会
で
は
「
ド

ロ
ー
ン
研
修
会
」
を
開
催

▲スマート農業機械を実践する学生

小野相談員

特
　
集白

河
の
農
業
振
興

市
単
独
事
業

　
　
１
５
０
万
円
を
支
援

ス
マ
ー
ト
農
業

　
　
機
械
購
入
に
補
助

ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る

　
　
労
働
力
削
減
を
実
証

支援
①

新
規
就
農
支
援

支援
②

ス
マ
ー
ト
農
業
を

推
進

支援
③

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

作
成
を
支
援


